
べたがけ被覆によるたいこんの作期前進 と作柄安定

… i                         (園 試高冷地開発センター)

1 .背 景 とねらい     i

だいこんの春まき栽増では、低温による抽だいの発生回避が作柄を安定させるための大きな課

題である。これまで、無マルチ栽増における抽だい回避のための温度指標 (平成 3年 度指導上の

参考事項)や 「いわて青首」のマルチ資材利用による作期前進 (昭和6 3年度指導上の参考事項 )

などにより作期の設定が行われているが、今回、ぺたがけ被覆栽増によって作期の前進 と作柄の

安定が図られることか ら、指導上の参考に供する。

2 .技 術の内容

1 )作 期の前進効果

ぺたがけ被覆 (播種後2 0日間)栽 培では、播種後2 0日間?甲 平中界温が下奉つ現度 となる時

期以降が安全播租期 (抽だい率がおおむね1 0 %以 下になる時期 )と なることから、無被覆栽培

より約 2°C低 い温度条件の時期から作付可能 となる。

<安 全幡種期設定のための温度指標 :いわて青首>   ‐               |

べたがけ
播種後 2 0日間の日平均気温 (°C )

無 マ ル チ 黒 マ ル チ 透明マルチ

無 被 覆 1 3 1 3

被 覆 1 1 1 1 9

( 注)透 明マルチ ・被覆栽培では播種後2 0日間の日平均気温が 8 , 0～1 3 . 5°Cの範囲で拙だい率
が 0～ 1 0 %で あったため、温度指標は暫定的に 9°Cと した。

2 )作 柄の安定効果

同じ播極期では、べたがけ被覆によって年次変動による抽だい発生の危険率を低下させるこ

とができる。

3 )適 応地域 県 北部、高冷地帯

3 .指 導上の留意事項

1 )播 種期の設定は、年次変動による危険率を考慮 して行う。

<奥 中山における 「いわて青首」の播種期設定例 >

マ ル  チ  男J 被 覆 別
4 月 5 月 6 月

上  中   下 上 中 下 上 中 下

無 マ ル チ
力R 被 覆 と _ . . . . . . .

被  覆 /、  /

黒 マ ル チ
, R 被覆

被  覆 /    /

透 明 マ ル チ
無 被 覆

被  覆 /    /

―
鶴

―



2 )黒 マルチ無被覆栽増は、無マルチ無被友栽培と温度指標が同じであるが、同じ温度条件では

無マルチ無被疲栽培より抽だい率が低下する。

3 )べ たがけ用の被覆資材は長繊維不織布 (パスライト)と する。首J繊維不織布 〈夕|フバル)は1

長繊維不縦布 よ り耐久性t に優れ るが、保温性 はやや劣る。     l  i       ! | |

4 ) 被 猿期
―
商が長 くなると間引 きの遅れや地上部の過繁茂を招 くのでt 注 意, するo  t    i  ― ―

5 ) べ たがけ除去後、速やかに間引 きを行 う。       1           4   ‐

6 ) ぺ たがけ被覆栽培では、無被覆栽培 よ り地温が高 くな りやすい ので、前年に妻黄病の発生が

見 られた圃場では作付を避ける。  |          |             ■  1 !

7 )「 いわて青首す」以外の品紐では、現地での確認が必要である。      .

4 .試 験成績の概要

表 1  縮 種後の温度条件 と抽たい率

濯t督.督)督暑雪替薔磐暑各キ品料
抽 だ  い  率  (%)

無 マ ル チ 黒 マルチ 透 明マルチ

無被覆  被  覆  無 被覆 被 1  覆 無 被覆  被  覆
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